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学歴等のプロフィール 

① 【 主 要 学 歴 】② 【 学  位 】③ 【  所 属 学 会  】④ 【 主要な社会的活動 】 

①東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了（専攻：言語学） 

沖縄県立芸術大学大学院大学院芸術文化学研究科博士課程単位取得退学 

②博士（文学） 

③沖縄文化協会・奄美沖縄民間文芸学会・沖縄言語研究センター・ 

日本言語学会・日本語学会・日本方言研究会・琉球大学言語文化研究会・ 

沖縄民俗学会・沖縄芸能史研究会  

④しまくとぅばプロジェクトメンバー（沖縄県立博物館 文化の杜）・ 

恩納村誌言語調査員・読谷村史専門部会員 

 

 

教育活動等 

主な教育活動 年月日 摘要 
1.教育活動・方法の実践例 
1)琉球方言学概論・琉球文化

基礎演習におけるＣＡＬＬ

教室の活用 
 
 
 

 
2009 年～2011 年 
 
 
 
 
 
 

 
琉球語を次世代に継承するために、 
琉球語の語学教育を実践。他の外国語科目と

同様に、ＣＡＬＬ教室を活用し、教師と学生

とのやり取りをアクティブにすると同時に、

メディア教材の作成に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 

 



2.作成した教科書、教材、参

考書 
1)『沖縄語の入門―たのしい

ウチナーグチ』（ＣＤ付改訂

版） 
 
 
2)「沖縄のわらべ歌で学ぶウ

チナーグチ」（第７章） 
 
 
 
3)「琉球語―「シマ」ごとに

異なる方言」（第９章） 
 
 
 
 
3.学生支援活動 
1)第１回琉球語スピーチコ

ンテスト 
 
 
 
2)東村セミナーハウスを活

用した方言調査 
 
 
 
3)琉球芸能文学研究会副顧

問 
 
 
 
 
 
4.学外での教育活動 
1)しまくとぅばプロジェク

ト・メンバー 
 

 
 
2006 年 12 月 
 
 
 
 
2010 年 4 月 
 
 
 
 
2011 年 5 月 
 
 
 
 
 
2010 年 12 月 
 
 
 
 
 
2004 年～2011 年 
 
 
 
 
2004 年～2009 年 
 
 
 
 
 
 
2009 年～2011 年 
 
 
 

 
 
沖縄語の入門書。日常会話から、琉歌・民謡・

歌劇・組踊など、沖縄語を初歩から応用まで

総合的に学べるように工夫をこらしている。 
 
 
『沖縄学入門』（勝方=稲福恵子・前嵩西一馬

[編]、昭和堂）所収。沖縄でよく知られたわ

らべ歌を言語学的に解説。 
 
 
『日本の危機言語』（呉人恵［編］、北海道大

学出版会）所収。危機言語として継承が危ぶ

まれている琉球語の概説と再生に向けての

課題について指摘している。 
 
 
大学で初めて、琉球語のスピーチコンテスト

を行う。通常のスピーチコンテストに加え

て、琉球語による絵本の読み聞かせや、琉球

語による替え歌を披露した。 
 
 
東村セミナーハウスを活用して、ゼミ学生が

主体となって沖縄北部地域の方言調査を行

う。東村をはじめ、大宜味村・国頭村も調査。 
 
 
琉球芸能の各種公演に副顧問として数々の

場所に出演。特に司会を務める。おもな出演

の場所として、宜野湾市、うるま市、浦添市、

本部町、旧平良市、石垣市、東京都、愛媛県

など。 
 
 
沖縄県立博物館・文化の杜が中心となって発

足した「しまくとぅばプロジェクト」に関わ

り、イベント・講座等を企画・運営する。 
 



 
2)沖縄文化協会編集委員・公

開研究発表会実行委員 
 
 
 
 
3)奄美沖縄民間文芸学会常

任委員・編集担当 
 
 
 
 
4)日本言語学会夏期講座担

当 
 
 
 
5.教育改善活動（FD など） 
1)習熟度別クラス編成 
（日本語古典文法Ⅰ・Ⅱ） 

 
2004 年～2011 年 
 
 
 
 
 
2004 年～2011 年 
 
 
 
 
 
2010 年 8 月 
 
 
 
 
2008 年～2009 年 

 
沖縄文化関連の全国組織である沖縄文化協

会の編集委員を務める。また、年に一度の公

開研究発表会（7 月）の実行委員として、そ

の企画・運営に携わる。 
 
 
奄美・沖縄地域のフォークロア（民間伝承）

を研究する学会の常任委員として会の運営

に携わる。年一回発行の『奄美沖縄民間文芸

学』の編集に携わる（2006 年度、第 6 号よ

り）。 
 
日本言語学会が２年に１度開催している夏

期講座の講師として「フィールド言語学」を

担当（於：北海道大学）。 
 
 
入学直後の１年生を対象に実施。習熟度別に

クラスを基礎クラスと応用クラスの２つに

分けて、高校までの習熟度の差を縮めるよう

に努めた。 
 

 

研究業績等【 主要論文及び主要著書 】  

（著書）『沖縄語の入門 たのしいウチナーグチ ＣＤ付改訂版』 

（仲原穣[共著]、伊狩典子・中島由美[協力]） 2006 年 白水社 

（文）『沖縄の方言 調べてみよう暮らしのことば』（かりまたしげひさ・仲原穣・中本謙・ 

佐藤高司[共文]、井上史雄・吉岡泰夫・内間直仁[監修]） 2004 年 ゆまに書房 

「沖縄のわらべうたで学ぶウチナーグチ」『沖縄学入門』 

（勝方=稲福恵子・前嵩西一馬[編]） 2010 年 昭和堂 

（論文）「宮古方言における敬語法の記述―旧上野村野原方言の敬語動詞を中心に―」 

     『日本語研究の 12 章』（上野善道[監修]） 2010 年 明治書院 

    「竹富方言による民話テキストの一例―『遺老説伝』「造船の始」より―」 

     『沖縄国際大学日本語日本文化研究』27 2011 年 沖縄国際大学日本語日本文学会 

（項目執筆）『西原町史』第８巻資料編７―西原の言語―（2010 年、西原町教育委員会） 

 

研究分野  

琉球語諸方言（特に敬語） 

琉球文学（特に琉球狂歌） 



【E メール・ホームページ等】 

nishioka@okiu.ac.jp, http://www8.ocn.ne.jp/~nisj/,  

http://www.okiu.ac.jp/sogobunka/nihonbunka/syamaguchi/gakkahp/newgakka/jhome.html 
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